
働き方改善のため、日勤・夜勤を簡単に区別できるユニフォームを採用した豊後大野市民病院。
看護部全体のチームワークを高めてくれる色としての「白」の効果など、
新ユニフォームについて、池永由紀代副看護部長にお話をうかがいました。

　前回はカラータイプだったのですが、以前に採用してい
たなじみの強い「白」を再び選択しました。「白衣」という言
葉のとおり、「白」は医療従事者を象徴する色であり、患者
さんからの信頼につながっています。患者さんに「『白』は看
護師さんらしいね」と声をかけていただいたこともあります。
看護部としての統一感も高まり、チームワークが発揮され
ていますね。男女兼用であり、また看護部内の他職種は職
種ごとに色を変えた同じデザインを着用。看護部としての
一体感が強まっていると思います。
　「白」は透けるからと敬遠されがちかもしれませんが、透
け防止効果のある素材が使われているため、まったく気に
なりません。涼しく、伸縮性があって動きやすい点もスタッ
フから好評です。院内でも人数の多い看護師が「白」を着る
ことで、清潔感が強調され、雰囲気が明るくなりました。

業務に役立つ機能性の高いデザインが高評価
スタッフの働く意欲向上にも貢献

　ポケットの多さ、可動性にすぐれたアームカットなどは、看
護師にとっての使いやすさを考慮してデザインされたことを
感じますね。胸元の多機能ループにはネームホルダーをつ
けています。患者さんから見えやすく、垂れ下がらないので
介助などの際も邪魔にならず、とても便利です。
　ユニフォームは現場の看護師全員で選びました。決して

っばんが「、りあもし押後の門部務事、がんせまりあはで価安
ているスタッフに質のよいユニフォームを」との当院の方針で
採用に至りました。自ら選んだユニフォームを着ることで、スタ
ッフの働くモチベーションが高まった点が大きな成果だと考
えています。

　このたびユニフォームを新しくするにあ
たり、１枚で日勤者・夜勤者を可視化でき

る機能が採用の決め手となりました。以前は、夜勤のスタッ
フの残業が課題になっていたんです。夜勤用のネームホル
ダーを作成することも考えましたが、通常のネームホルダー

とは別にもう１つつけるのは不便だと、導入に至りませんで
した。
　新ユニフォームは、袖口を折り返すとベージュの配色が
現れます。この機能を活かし、夜勤時は袖を折り返して日
勤者と区別できるようにしています。夜勤者がひと目でわか
るので、残業時間が長くならないように配慮できますし、朝
には「お疲れさま」と声をかけられます。業務の申し送りもス
ムーズになりました。医師など他職種からも、連携がとりや
すいと喜ばれています。

袖口の
折り返し機能に
よって日勤・夜勤を
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重視。以前は白だった
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カラータイプを採用

シンプルで
上品なデザインは、
年代や性別を問わず
似合うと好評
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看護師は「白」、
他職種は同じデザインの
色違いを着用。

職種がわかりやすく、
看護部としての一体感も

生まれている
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日勤・夜勤の可視化や、清潔感ある「白」が生む
チームの一体性が看護業務の円滑化を実現

日勤・夜勤を区別できる
袖口の折り返し機能が
働き方の改善を促進

池永由紀代
副看護部長

HIを支える白衣の力

HI(Hospital Identity)は、病院の文化や特性・独自性を高めるうえで重要な、ブランディング戦略です。その HI を高めるた
めに白衣がどのような力を発揮するか。この連載では、 デザイン性だけではない白衣へのこだわりをお伝えしていきます。

豊肥地域の中核病院として、専門性の高い医療を提供するとともに、
災害拠点病院、DMAT（Disaster Medical Assistance Team：災
害派遣医療チーム）指定医療機関、第二次救急医療機関として地域

機能に加え、訪問看護を併設し、在宅支援の推進にも取り組む。

http://www.bungo-ohno-hp.jp/

豊後大野市民病院

採用商品： 

医療従事者を象徴する「白」を選択 
看護部の統一感や患者さんからの
信頼につながる

：ストレッチ性、接触冷感性、通気性に優れ
ているというような基本性能に加え、感性に直接訴え
る「心地よい肌触り」を併せもつ新感覚の素材です。

素材は「こころを癒す肌触り」の「Safeel 」を使用
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